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Ⅱ ひとづくり分野 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

柱１ 地域に開かれた快適で安全な学校づくりの推進【学校教育】 

子ども一人ひとりに幅広い分野の教育が提供され、社会性、学力・体力が身についている 

柱２ 心豊かな子どもの育成支援の推進【教育環境】 

良好な教育環境が構築された社会の中で、子どもの健全な育成が図られている 

柱３ 生きがいをもって暮らせる生涯学習環境の整備【生涯学習】 

市民が生涯にわたって学習し、その能力を発揮する環境が整っている 

柱４ 地域の特色を活かした芸術・文化・交流の推進【文化・交流】 

市民の芸術文化活動や在住外国人との交流が活発に行われている 

柱５ 地域が支える子育て支援の推進【子育て】 

地域を含めた子育て支援により、楽しく、安心して子育てしている 
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【社会全体の現状・課題】 

現在、子どもたちの教育環境を取り巻く状況は、児童・生徒数の減少、複雑化する社会状況の

変化、多様な価値観をもった人々との交流や新型コロナウイルス感染症などによる体験の減少な

どを背景に、子どもたちの規範意識や社会性の低下、生活習慣の乱れによる学習意欲や体力、気

力の低下が課題として指摘されており、児童・生徒への対応についての重要性が増しています。 

【江南市の現状・課題】 

江南市においても、教育の機会均等、基本的な学習態度の育成、基礎学力の充実、正しい生活

習慣の確立、学校での教育環境の整備などを図ることが課題となっています。また、全校で学校

運営協議会※を組織し、コミュニティ・スクール事業を推進していますが、今後も地域のボランテ

ィア※や企業の力なども学校運営に活かす「地域とともにある学校」の実現が必要となっていま

す。 

【今後の方向性】 

今後は、一人ひとりの個性と能力に応じた教育体制（少人数学級など）や特別支援学級※など支

援体制のさらなる整備を進め、児童・生徒の基礎的・基本的な学力の向上をめざし、地域の協力

を得て、こども土曜塾・こども未来塾などにより補充学習の機会の拡大を図る必要があります。 

また、学校での教育環境の整備については、ＧＩＧＡスクール構想※により整備した機器の更

新、学校施設の老朽化や温室効果ガス※排出量及び維持管理費の縮減に対応するための大規模な改

修、食物アレルギーなどの対応を視野に入れた給食センターの整備など、国の補助金の動向を注

視し、優先順位をつけて進めていくことが求められています。 

■市立小学校・中学校の児童・生徒数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状・課題と今後の方向性 

  

資料：教育課 

 

Ⅱ ひと 地域に開かれた快適で安全な学校づくりの推進 

― 学 校 教 育 ― 柱１ 

目標年度（Ｒ９年度）のすがた 

子どもの権利条約に基づき、均等な教育機会の提供や地域に密着した教育が行われている。学校教

育活動に関する情報が適時、家庭や地域に提供され、常に改善に向けた取り組みが行われており、学

校・家庭・地域がそれぞれの役割を果たし、お互いが補完する中で、児童・生徒の健全な育成や安全

の確保に積極的に関わる地域になっている。学校では子どもたち一人ひとりの適性に応じた社会性や

基礎的な学力・体力が育成できる教育体制が整い、ＩＣＴ※機器などの教材整備が充実し、学校施設

の整備も進んでいる。また、適切な衛生管理の下、食物アレルギーにも対応した学校給食が提供され

ている。 

その結果、地域に良好な人間関係が広がり、児童・生徒は社会性を身につけ、豊かな心をもって、

安心・安全な環境で、生き生きと育っている。 
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指 標 名 単位 基準値 計画値 
 

説 明 
Ｒ５ Ｒ９ 

子ども一人ひとりに幅広い

分野の教育が提供され、社

会性、学力・体力が身につ

いていると感じる市民の割

合 

％ 
20.0 

(H28) 

目標値 30.0 40.0 

市民満足度調査により測定。 

実績値 28.0 ― 

指 標 名 単位 基準値 計画値 
 

説 明 
Ｒ５ Ｒ９ 

学校が好き、授業が楽しい

と感じている児童・生徒の

割合 

％ 
85.3 

(H28) 

目標値 88.0 88.0 
児童・生徒の学校生活の充実度を測定するも

の。 実績値 
83.4 

(R4) 
― 

特別支援学級
※

等支援職員配

置人数 
人 

19 

(H28) 

目標値 20 38 障害のある児童・生徒への支援体制の充実度を

測定するもの。 実績値 34 ― 

●行政の取り組み 
  

基 本 施 策 施 策 内 容 主な事務事業 

学校教育環境の充実 学習指導の充実を図るため、教育体制の整備及び

教育活動の支援をする。 

・特別支援学級等支援

職員配置事業 

・学校補助教員※配置

事業 

指 標 名 単位 基準値 計画値 
 

説 明 
Ｒ５ Ｒ９ 

地域の人にあいさつする児

童・生徒の割合 
％ 

83.9 

(H28) 

目標値 88.0 88.0 
児童・生徒の社会性と、地域とのつながりの状

況を測定するもの。 実績値 
81.6 

(R4) 
― 

地域の行事に積極的に参加

している児童・生徒の割合 
％ 

79.8 

(H28) 

目標値 81.0 81.0 
児童・生徒と地域とのつながりの状況を測定す

るもの。 実績値 
68.7 

(R4) 
― 

職場体験学習生徒受け入れ

延べ事業所数 
事業所 

298 

(H28) 

目標値 320 280 学校と地域とのつながりの状況を測定するも

の。 実績値 268 ― 

すべての子どもたちが自分の夢を育み、その実現に向けて、健全な育成が可能となるよう、快適で

安全に学習できる学校環境を整備する。 

 全体目標：子ども一人ひとりに幅広い分野の教育が提供され、社会性、学力・体力が身について
いる 

 個別目標①：児童・生徒が心身ともに健康な状態で、適切な教育を受けている 

 個別目標②：学校・家庭・地域が連携し、子どもたちの社会性、人間性が育まれている 

行政の使命 

 

成果目標 
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●行政の取り組み   
基 本 施 策 施 策 内 容 主な事務事業 

地域連携の推進 児童・生徒が地域社会との関わりを通じて健全に

育つことができる環境を作るため、地域活動への

参加推進や地域連携による指導をする。また、地

域活動としての「こども土曜塾」及び「こども未

来塾」を実施する。 

・コミュニティ・スク

ール事業 

・地域学習活動支援

事業 

 

 

 

 

 

指 標 名 単位 基準値 目標値 
 

説 明 
Ｒ５ Ｒ９ 

学校給食がおいしいと感じ

る児童・生徒の割合 
％ 

小学校 

90.2 

中学校 

82.3 

(H28) 

目標値 

小学校 

92.5 

中学校 

84.0 

小学校 

95.0 

中学校 

86.0 
学校給食の充足度を測定するもの。 

実績値 

小学校 

90.1 

中学校 

77.4 

― 

登校前に朝食を食べている

児童・生徒の割合 
％ 

小学校 

87.4 

中学校 

83.6 

(H28) 

目標値 

小学校 

90.0 

中学校 

87.0 

小学校 

93.0 

中学校 

90.0 児童・生徒が正しい食習慣を身につけているか

を測定するもの。 

実績値 

小学校 

84.9 

中学校 

78.9 

― 

学校給食における地場産物
※

の割合 
％ 

35.2 

(H28) 

目標値 40.0 45.0 県内産農林水産物/総延べ品目数（調味料を除

く） 実績値 39.9 ― 

 

 

指 標 名 単位 基準値 目標値 
 

説 明 
Ｒ５ Ｒ９ 

学校施設や設備が整備さ

れ、快適で安全な教育環境

の中で、児童・生徒が学習

していると思う市民の割合 

％ 
37.6 

(H28) 

目標値 45.0 45.0 

市民満足度調査により測定。 

実績値 37.7 ― 

●行政の取り組み   
基 本 施 策 施 策 内 容 主な事務事業 

学校の管理、運営の

充実 

教育を受ける環境が整備され、快適で安全な状態

で児童・生徒が学習活動に取り組めるようにする

ため、各学校と連携を図りながら整備計画を立

て、各種備品の整備やＩＣＴ※機器などの情報環境

に対応していく。また、校舎のＬＥＤ化や改造な

どを計画的に実施する。 

・教材整備事業 

・学校管理運営事業 

・学校施設整備等事業 

 

 個別目標④：バランスのとれた給食や食育の実施により、子どもたちが正しい食習慣を身につけ
健康に育っている 

 個別目標③：教育を受ける環境が整備され、快適で安全な状態で児童・生徒が学習活動に取り組
んでいる 
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●行政の取り組み   
基 本 施 策 施 策 内 容 主な事務事業 

学校給食の提供 児童・生徒の成長期の健康増進のため、安心・安

全な給食を提供するとともに、給食施設や設備の

整備、維持管理を行う。また、給食を通して、食

育指導を実施する。 

・学校給食センター維

持運営事業 

・給食調理事業 

・給食用物資購入事業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市民協働のモデル 

市民協働事業 

●コミュニティ・スクール事業 

・「地域とともにある学校づくり」を進めるため、コミュニティ・スクールを導入し、学校・家

庭・地域が力をあわせて学校運営に取り組んでいます。 

●地域学習活動支援事業 

・退職教員等の地域の教育力を活かした、地域学習活動としての「こども土曜塾」及び「こども

未来塾」を実施しています。 

 

関連する個別計画 

➢ 江南市学校教育施設長寿命化計画（Ｒ３～Ｒ37） 

➢ 第３次江南市食育推進計画（Ｒ２～Ｒ６） 

➢  

江南市横田教育文化事業弁論大会 
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【社会全体の現状・課題】 

子どもから大人まで、価値観の多様化が進み、生き方や学び方が変化しています。また、家庭

や地域における子どもたちを取り巻く環境が変化し、いじめや不登校の増加など、児童・生徒の

健全育成環境を取り巻く課題も様々です。また、学校教育を支える教員の長時間労働も問題とな

っており、これまでの働き方を見直し、子どもに対してより効果的な教育活動を行えるような働

き方の改革が求められています。 

【江南市の現状・課題】 

江南市においては、児童・生徒の心の不安や悩みの解消を目的に、心の教室相談員※の全校配置

やスクールソーシャルワーカー※の配置とともに、校内教育支援センターや適応指導教室「Ｙｏ

ｕ・輝」※を設置し、不登校対策を実施していますが、児童・生徒の不登校の人数が依然多いこと

が課題となっています。 

また、教員の長時間労働においても、教員の業務改善のためにスクール・サポート・スタッフ

を配置していますが、教員が健康で充実して働き続けることができ、子ども一人ひとりに向き合

うことができるような環境や体制の整備を進めていく必要があります。 

【今後の方向性】 

今後は、適応指導教室「Ｙｏｕ・輝」の取り組みや校内教育支援センターの設置を進めるとと

もに、様々な関係機関と連携し、いじめや不登校の問題に取り組む必要があります。 

教員の働き方改革に向けては、在校時間の適正化を進めるとともに、部活動指導に関わる負担

の軽減やＩＣＴ※機器などを活用した業務改善を進め、教員がより質の高い教育を提供し続けられ

るような取り組みが求められています。 

■不登校傾向にある児童・生徒数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

現状・課題と今後の方向性 

  

資料：教育課 

 

Ⅱ ひと 

柱２ 
心豊かな子どもの育成支援の推進 

― 教 育 環 境 ― 

目標年度（Ｒ９年度）のすがた 

子どもたちを育てる体制が整い、地域の多くの人が子どもの健全な育成に貢献している。また、教

育委員会と市長の間で教育行政における課題が共有され、連携して教育政策の推進に取り組んでい

る。 

その結果、いじめや不登校が減少し、豊かな人間性と学ぶ力をもった子どもたちが健全に育ってい

る。 

※R2～R4：新型コロナウイルス感染症の影響あり 
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指 標 名 単位 基準値 計画値 
 

説 明 
Ｒ５ Ｒ９ 

子どもを取り巻く社会の教
育環境が良好で、子どもが

健全に育成されていると感
じる市民の割合 

％ 
66.3 

(H29) 

目標値 68.0 68.0 

市民満足度調査により測定。 

実績値 61.9 ― 

 

 

指 標 名 単位 基準値 計画値 
 

説 明 
Ｒ５ Ｒ９ 

不登校の児童・生徒数の
割合 

％ 

小学校
0.67 

中学校

4.78 
(H28) 

目標値 

小学校

0.60 
中学校
4.00 

小学校

0.60 
中学校
4.00 

年間30日以上欠席者数/全学年児童・生徒数 

実績値 

小学校 
2.27 
(R4) 

中学校 
8.39 
(R4) 

― 

家庭・学校・地域が協力し
て子どもたちの健全な育成

のために取り組んでいると
感じる市民の割合 

％ 
56.0 

(H29) 

目標値 58.0 58.0 

市民満足度調査により測定。 

実績値 49.6 ― 

●行政の取り組み 
  

基 本 施 策 施 策 内 容 主な事務事業 

子どもを育成する環境
の充実 

子どもが健やかに育つ環境を整え、人間性豊かな
子どもたちを育成するため、児童及び生徒の不安
や悩みが解消されるよう、相談及び指導を行う。 

・心の教室相談員配置
事業 

・スクールソーシャル
ワーカー配置事業 

・適応指導教室事業 
・いじめ・不登校対策

事業 
 

 

指 標 名 単位 基準値 計画値 
 

説 明 
Ｒ５ Ｒ９ 

子どもの教育環境が整って
いると感じる市民の割合 

％ 
63.2 
(H29) 

目標値 65.0 65.0 
市民満足度調査により測定。 

実績値 54.1 ― 

  

人間性豊かな子どもたちを育成するための教育施策を実施する。 

児童・生徒の不安や悩みが解消できるよう、心の教室相談員※を学校へ配置し、スクールソーシャ

ルワーカーの巡回訪問を行い、子どもたちの心に寄り添った相談をするとともに、不登校の子どもた

ちの居場所づくりの１つとなるよう適応指導教室「Ｙｏｕ・輝」※や校内教育支援センターを設置

し、相談体制を充実させる。 

 

行政の使命 

 

 全体目標：良好な教育環境が構築された社会の中で、子どもの健全な育成が図られている 

 個別目標①：子どもが健やかに育つ環境が整い、人間性豊かな子どもたちが育っている 

成果目標 

 個別目標②：教育委員会と市長との連携により、子どもの教育環境が整っている 
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●行政の取り組み   
基 本 施 策 施 策 内 容 主な事務事業 

良好な学習環境の構築 学校教育についての方針を示すため、教育委員会
の運営及び調査研究、総合教育会議に関する事務
を行う。 

・教育委員会運営事業 
・スクール・サポー

ト・スタッフ配置事
業 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

  

市民協働のモデル 

関連する個別計画 

➢ 江南市いじめ防止基本方針 

市民協働事業 

●いじめ・不登校対策事業 

・江南市いじめ防止基本方針に基づき、学校、家庭、地域、警察、児童相談センターなどの関係

機関が連携して、いじめ、不登校の対策を行っています。 

ＩＣＴ※機器を活用した授業 
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【社会全体の現状・課題】 

医療の進歩などを背景に人生100年時代を迎える中、生涯にわたって、生き生きと暮らすため

に、高齢者の生涯学習活動への参加意欲が増大しています。また、デジタル技術などの技術進歩

が加速する中、現役就労世代においても学びを続けることが重要視されており、国を挙げて、リ

カレント教育※やリスキリング※の機会提供を進めています。 

【江南市の現状・課題】 

江南市においては、市民が保有する特技や知識・経験を活かし、講師として活躍してもらう

「生涯学習講師人材バンク」※や、図書館を拠点とした「点訳・音訳・読み聞かせ・ストーリーテ

リング」※、スポーツ推進委員によるスポーツの普及振興など、多彩な指導者が中心となり、市民

の生涯学習を支える活動を行っています。また、布袋駅東複合公共施設内に図書館を併設し、蔵

書をさらに充実させるなど、生涯学習を支える環境の整備を進めています。 

他方で、30歳代以上の働く世代では生涯学習への参加意欲が高い一方、自由に使える時間が限

られることを理由に十分にその学習の機会を確保できていないなどの問題が生じています。ま

た、インターネットの普及などにより、従来の広報を中心とした情報提供では十分に情報が届か

ない方がいることから、生涯学習に関する情報を誰もが入手しやすい方法で提供することが必要

となっています。 

【今後の方向性】 

今後は、新たに策定を予定している第３次江南市生涯学習基本計画の検討プロセスにおいて、

世代やそれぞれの状況に応じた生涯学習活動へのニーズを把握し、いつでも、どこでも、誰で

も、自発的に学習できる環境整備を進めるとともに、その学習した成果を十分に活かすことがで

きるまちの実現をめざします。 

■図書館貸出冊数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状・課題と今後の方向性 

  

資料：こうなんの統計 

 

Ⅱ ひと 

Ⅱ ひと 

柱３ 
生きがいをもって暮らせる生涯学習環境の整備 

― 生 涯 学 習 ― 

※R2.3.1～5.31：新型コロナウイルス感染症の影響により休館 

R4.12.5～R5.3.31：図書館移転に伴う休館 
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■コミュニティ・スポーツ祭の参加者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指 標 名 単位 基準値 計画値 
 

説 明 
Ｒ５ Ｒ９ 

公民館でのサークル活動や

スポーツ活動などの生涯学

習活動に参加している市民

の割合 

％ 
18.1 

(H29) 

目標値 20.0 22.0 市民の生涯学習活動の実施状況を測定するも

の。 

市民満足度調査により測定。 実績値 11.8 ― 

 

  

目標年度（Ｒ９年度）のすがた

現状・課題と今後の方向性 

目標年度（R9 年度）のすが 

 

市民の生涯学習ニーズに対応し、教育・研究機関から学習機会や施設などが提供され、スポーツ団

体、学習サークルによる市民の自発的なスポーツ活動、学習活動及びボランティア※活動がスポーツ

施設や図書館、公民館、学習等供用施設等で活発に行われている。 

その結果、多くの市民が生涯にわたり身近な場所で学習やスポーツに取り組み、様々な世代と交流

しながら、生きがいをもって暮らしている。 

地域の人的・物的資源を最大限活用し、市民ニーズにあわせた多様性のある生涯学習機会を創出す

るとともに、そのための学習拠点や学習で得た知識、能力を発揮する場となる図書館やスポーツ施

設、公民館をはじめとした社会教育施設の充実や、生涯学習活動の推進を図る。 

また、個々の学習活動の交流を促進させることで、生涯学習活動の場を世代間交流の機会として活

用し、相互の生きがいづくりにつなげる。 

行政の使命 

 

 全体目標：市民が生涯にわたって学習し、その能力を発揮する環境が整っている 

成果目標 

資料：スポーツ推進課 

※R2～R4：新型コロナウイルス感染症の影響により中止 

 

江南市立図書館 
（布袋駅東複合公共施設内） 
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●行政の取り組み 
  

基 本 施 策 施 策 内 容 主な事務事業 

生涯学習活動の推進 社会教育の振興及び生涯学習活動の推進のため、

各種教室の開催や運営を行う。また、生涯学習活

動の場を提供するため社会教育施設等の管理運営

を行う。 

・社会教育委員会事業 

・公民館維持運営事業 

・学習等供用施設維持

運営事業 

・図書館維持運営事業 

・生涯学習推進事業 
 

 

指 標 名 単位 基準値 計画値 
 

説 明 
Ｒ５ Ｒ９ 

屋内のスポーツ施設の稼働率 ％ 
87.3 

(H28) 

目標値 88.0 90.0 屋内スポーツ施設の利用状況を測定するもの。 

（スポーツセンター競技場、武道館の剣道場・

柔道場の各施設の稼働率の平均値） 実績値 
93.6 

(R4) 
― 

屋外のスポーツ施設の稼働率 ％ 
64.5 

(H28) 

目標値 68.0 64.0 

屋外スポーツ施設の利用状況を測定するもの。 

（市営グランド、蘇南公園多目的グランド・多

目的広場・蘇南グランド・南野グランド、江南

緑地公園中般若グランド・野球場・ソフトボー

ル場・サッカー場・芝生広場・グラウンドゴル

フ場、テニスコートの各施設の稼働率の平均

値） 

実績値 
48.0 

(R4) 
― 

コミュニティ・スポーツ祭

の参加者数 
人 

6,560 

(H28) 

目標値 6,840 6,000 市民の地域スポーツに対する取り組み意識を測

定するもの。（市内10小学校区で参加した人数

の総計） 実績値 4,189 ― 

●行政の取り組み 
  

基 本 施 策 施 策 内 容 主な事務事業 

スポーツ・レクリエー

ションの充実 

スポーツ団体の活動を活性化させるため、

スポーツ団体の育成・支援を行うととも

に、市民にスポーツの楽しさを理解しても

らうため、スポーツ大会などのスポーツイ

ベントを提供する。 

・各種スポーツ大会開催事業 

・スポーツ振興事業 

・スポーツ推進委員事業 

・スポーツ施設等維持運営事

業 

 

 

 

指 標 名 単位 基準値 計画値 
 

説 明 
Ｒ５ Ｒ９ 

１人当たりの図書等の貸出

点数 
冊 

4.0 

(H28) 

目標値 4.5 6.0 図書館を利用した学習活動の状況を測定するも

の。 

貸出実数/人口 実績値 
2.6 

(R4) 
― 

公民館の利用者数 人 
70,824 

(H28) 

目標値 71,500 71,500 
公民館を利用した学習活動の状況を測定するも

の。 実績値 
70,726 

(R4) 
― 

社会人になってからも、定

期的な学習をしている市民

の割合 

％ 
46.2 
(R5) 

目標値 ― 50.0 

市民満足度調査により測定。 

実績値 ― ― 

 個別目標①：市民が、様々な学習活動を展開し、生きがいをもった生活を送っている 

 個別目標②：市民が身近にスポーツを楽しみ、なれ親しんでいる 
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市民協働事業 

●成人教育事業 

・優れた知識や技能を有している市民を生涯学習の指導講師として生涯学習講師人材バンク※に

登録しています。 

市民協働の推進に向けて 

●スポーツ推進委員活動の推進 

・市民選出のスポーツ推進委員を通じて、誰でも気軽に参加できるスポーツイベントを開催する

など、生涯スポーツに関する取り組みを行います。 

関連する個別計画 

➢ 第２次江南市生涯学習基本計画（Ｈ24～Ｒ６） 

➢ 第３次江南市子ども読書活動推進計画「こうなん“わくわく”読書プラン」（Ｒ２～Ｒ６） 

➢ 江南市スポーツ推進計画（Ｒ２～Ｒ10） 

市民協働のモデル 

江南市スポーツセンター 

江南市公民館フェスタ 
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【社会全体の現状・課題】 

社会の成熟化やライフスタイルの多様化、地域社会の構造変化などの影響で、生きがいや心の

豊かさが重視されるようになってきており、文化活動の場の充実、伝統文化の保存・継承が求め

られています。国においても令和４年度に「文化芸術推進基本計画（第２期）」を定め、文化芸

術を通じた、心豊かで多様性と活力のある社会の形成をめざしています。また、国際化が進み、

国民の海外に対する関心がよりいっそう高まっているとともに、全国的に在住外国人や外国人観

光客の増加が進んでいます。 

【江南市の現状・課題】 

江南市においては、市民文化会館などで優れた芸術文化を鑑賞することができ、市民による活

動や発表が行われています。伝統文化については、古くから保存・伝承されてきた文化財が多数

残されています。また、国際交流事業については、江南市国際交流協会を中心に、多くのボラン

ティア※によって国際交流・多文化共生※の取り組みが行われています。 

【今後の方向性】 

今後は、市民の要望を踏まえた文化事業の実施、地域の力を活かした文化活動の推進、伝統文

化や文化財の保存・継承と保護意識の高揚、郷土への誇りと愛着を醸成する機会の提供が求めら

れています。また、（仮称）多世代交流プラザなどを中心に、多世代が交流できる場の整備を進

める必要があります。加えて、江南市国際交流協会などとの連携をよりいっそう強め、日本人の

みならず、外国人も住みやすい多文化共生社会の実現が求められています。 

■江南市民文化会館の自主文化事業参加者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状・課題と今後の方向性 

  

目標年度（Ｒ９年度）のすがた 

各種行事への参加や優れた芸術文化を鑑賞する機会が増え、積極的に芸術文化に親しんでいる。郷

土の歴史や文化財の保存などに関心をもった市民・サークルが、主体的に研究活動を行っている。ま

た、「市内在住外国人も同じ江南市民」という多文化共生の意識が浸透し、外国人も社会ルールを守

って市民生活を送っている。 

その結果、心豊かな文化社会が創造されるとともに、文化財や伝統文化が大切に継承され、郷土を

愛する心が育まれている。また、安心して暮らせる「多文化共生のまち」が進展し、国際的な理解度

の深い市民が多くなっている。 

資料：生涯学習課 

Ⅱ ひと 

柱４ 
地域の特色を活かした芸術・文化・交流の促進 

― 文 化 ・ 交 流 ― 

※R2～R4：新型コロナウイルス感染症の影響により事業数減少 
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指 標 名 単位 基準値 計画値 
 

説 明 
Ｒ５ Ｒ９ 

芸術文化活動や地域に住む

外国人との交流が、市民レ

ベルで活発に行われている

と感じる市民の割合 

％ 
6.4 

(H28) 

目標値 8.0 9.0 

市民満足度調査により測定。 

実績値 7.9 ― 

 

 

指 標 名 単位 基準値 計画値 
 

説 明 
Ｒ５ Ｒ９ 

市民文化会館の稼働率 ％ 
55.2 

(H28) 

目標値 58.0 60.0 
市内の芸術文化活動の実施状況を測定するも

の。（大ホール･小ホールの稼働率の平均値） 実績値 
52.6 

(R4) 
― 

芸術文化事業への参加者数 人 
17,795 

(H28) 

目標値 20,000 20,500 市内の芸術文化活動に対する関心の度合いを測

定するもの。 

（市民文化会館自主文化事業の参加者数） 実績値 
9,495 

(R4) 
― 

美術展出品者数 人 
239 

(H28) 

目標値 250 260 市内の芸術文化活動に対する関心の度合いを測

定するもの。 

（市の主催する美術展一般の部への出品者数） 実績値 
220 

(R4) 
― 

●行政の取り組み 
  

基 本 施 策 施 策 内 容 主な事務事業 

芸術文化の振興 市民が芸術及び文化に親しむことができるよう、

文化事業を行う。 

また、芸術及び文化の鑑賞並びに市民の芸術文化

活動を促進するため、市民文化会館を管理運営す

る。 

・美術展事業 

・市民文化会館維持運

営事業 

 

 

 

 

 

 

文化活動が活発に行われるよう、多様な芸術文化に関する取り組みを進めるとともに、文化団体を

支援・育成する。 

郷土への誇りと愛着を高めるため、郷土の歴史や文化財に関するセミナー、講演会を開催するとと

もに市内に残されている歴史資料や歴史民俗資料館の資料を公開した企画展を開催する。 

江南市国際交流協会などとの連携をさらに強め、在住外国人をサポートする取り組みや多文化共生の

取り組みに対する支援を行う。また、世界平和の重要性をさらに市民に浸透させるための取り組みを

進める。 

行政の使命 

 

 全体目標：市民の芸術文化活動や在住外国人との交流が活発に行われている 

 個別目標①：市民が芸術文化活動を積極的に行っている 

成果目標 
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●行政の取り組み 
  

基 本 施 策 施 策 内 容 主な事務事業 

文化財の保護 郷土の歴史や文化財への市民の関心を深めるた

め、文化財の保護及び活用をする。 

・文化財保護事業 

 

 

指 標 名 単位 基準値 計画値 
 

説 明 
Ｒ５ Ｒ９ 

江南市国際交流協会の事業

（多文化共生事業）に参加

する外国人の数 

人 
869 

(H28) 

目標値 900 950 
多文化共生社会の進展を外国人向け教室や講座

などの外国人参加者数で測定するもの。 
実績値 

608 

(R4) 
― 

江南市国際交流協会の事業

（多文化共生事業）に参加

する日本人の数 

人 
5,915 

(H28) 

目標値 6,200 6,500 
多文化共生社会の進展を各種イベントや講座な

どの日本人の参加者数で測定するもの。 
実績値 

2,614 

(R4) 
― 

世界平和を願うパネル展の

来場者数 
人 

1,350 

(H28) 

目標値 1,400 1,450 
世界平和に対する関心の度合いを測定するも

の。 実績値 
528 

(R4) 
― 

●行政の取り組み 
  

基 本 施 策 施 策 内 容 主な事務事業 

国際交流・世界平和の

推進 

様々な国籍の市民が共存する社会を築くため、国

際交流・多文化共生を推進する。 

また、世界平和の重要性に対する市民の理解を深

めるため、啓発活動をする。 

・世界平和・国際協力

推進事業 

 

 

 

指 標 名 単位 基準値 計画値 
 

説 明 
Ｒ５ Ｒ９ 

指定・登録文化財の数 件 

国指定 

5 

県指定 

9 

市指定 

95 

国登録 

3 

(H28) 

目標値 

国指定 

5 

県指定 

9 

市指定 

96 

国登録 

4 

国指定 

5 

県指定 

9 

市指定 

97 

国登録 

4 
現存する文化財を損なうことなく保存・継承し

ている状況を測定するもの。 

実績値 

国指定 

5 

県指定 

9 

市指定 

94 

国登録 

4 

(R4) 

― 

文化財普及事業への参加者数 人 
9,345 

(H28) 

目標値 9,600 10,000 
文化財普及活動に対する関心の度合いを測定す

るもの。 実績値 
6,358 

(R4) 
― 

 個別目標②：郷土の歴史・文化が正しく理解され、郷土に対する誇りや愛着をもっている 

 個別目標③：多文化共生※社会が進展し、世界平和の重要性が認識されている 
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市民協働のモデル 

市民協働事業 

●文化協会事業 

・江南市文化協会の活動を支援しています。 

●国際交流推進事業 

・江南市国際交流協会の活動を支援しています。 

市民協働の推進に向けて 

●文化財への理解の促進 

・歴史ボランティアガイドなどとの連携を図ります。 

関連する個別計画 

➢ 第２次江南市生涯学習基本計画（Ｈ24～Ｒ６） 

江南市美術展 
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【社会全体の現状・課題】 

核家族化の進展や地域のつながりの希薄化による育児不安や子育て家庭の孤立化、女性の社会

進出に伴う共働き家庭の増加、就労環境の多様化などにより、子どもや子育てをめぐる環境は大

きく変化しています。国においては、常に子どもの最善の利益を第一に考え、子どもに関する取

り組み・政策をわが国社会の真ん中に据える「こどもまんなか社会」を実現するため、令和５年

度よりこども家庭庁を新設し、その実現に取り組んでいます。同年に策定された「こども未来戦

略方針」では、児童手当の拡充などの子育て世帯に向けた経済的支援に加え、育休制度の改革な

ど社会全体で子育てがしやすい仕組みづくりを推進することが定められています。 

【江南市の現状・課題】 

江南市においても、少子化が進んでいるにもかかわらず、女性の就労率上昇などを背景に、低

年齢児保育や放課後児童の居場所確保へのニーズは高まっており、待機児童が発生するなどサー

ビス供給が十分に追いついていない状況です。また、休日保育の実施など、子育て世代の負担の

緩和、仕事と生活を両立させるための支援の充実や、十分な子育て支援を推進するうえで保育士

などの人材確保も課題となっています。児童虐待の防止やヤングケアラー※の支援など、子どもの

福祉に係る権利が保障される仕組みづくりも課題となっています。 

【今後の方向性】 

今後は、子育て家庭のニーズに応えられるよう学童保育所の体制整備など各種保育・子育て支

援サービスの充実に取り組むとともに、子育て世代の負担の緩和やこども関係施設の利便性向上

を進め、子どもや子育て世代が不安を抱えることなく暮らすことができるまちづくりが求められ

ています。 

■３歳未満の人口・保育所入所数の推移 

 

 

 

 

 

 

■児童虐待認定件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

現状・課題と今後の方向性 

  

資料：保育課 

資料：一宮児童相談センター 
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指 標 名 単位 基準値 計画値 
 

説 明 
Ｒ５ Ｒ９ 

保育サービスが充実してお

り、安心して子育てしてい

ると感じる市民の割合 

％ 
23.2 

(H28) 

目標値 30.0 40.0 
市民満足度調査により測定。 

実績値 23.3 ― 

学童保育や子育て相談・育

児教室などの子育て支援を

受け、楽しく子育てしてい

ると感じる市民の割合 

％ 
22.1 

(H28) 

目標値 25.0 30.0 

市民満足度調査により測定。 

実績値 21.7 ― 

指 標 名 単位 基準値 計画値 
 

説 明 
Ｒ５ Ｒ９ 

保育所入所申込者のうち、

入所できた児童数の割合 
％ 

99.7 

(H28) 

目標値 100.0 100.0 
保育ニーズに対する充足率を測定するもの。 

入所児童数/保育所入所申込者数 実績値 
99.9 

(R4) 
― 

ひとり親家庭への就労教育

支援件数 
件 

7 

(H28) 

目標値 10 15 
ひとり親家庭が自立するため必要な就労支援の

充足度を測定するもの。 実績値 
10 

(R4) 
― 

●行政の取り組み   
基 本 施 策 施 策 内 容 主な事務事業 

働きながら子育てする

家庭への支援 

保護者の就労状況に応じて、安心して子どもを生

み育てられる環境を整備するため、子育て支援施

策を推進する。 

・子ども・子育て支援

推進等事業 

・保育園保育等事業 

・病児・病後児保育※

事業 

・認可保育所等整備促

進事業 

・わかくさ園運営事業 

・児童・遺児手当等

事業 

・母子・父子家庭自立

支援給付事業 

目標年度（Ｒ９年度）のすがた 

子どもの最善の利益が尊重され、子育て支援に関わる団体や支援者など、様々な担い手によって活

発な活動が行われており、子育てを地域全体で支援し、地域で安心して子育てができる環境が整備さ

れている。また、様々な情報媒体により、子育てに関する情報が手軽に入手できる環境が整備されて

いる。 

その結果、保護者が、仕事と生活が調和した暮らしを実現し、子育てを経験することを通じて、親

としての成長を実感し、子育てや子どもの成長に喜びや生きがいを感じることができるようになって

いる。 

子育て家庭が孤立することなく、子育て中の親子が身近な場所で気軽に交流することで、子育ての

不安や悩みを解消でき、地域の中で家庭の力を高められるようにするため、相談体制の強化、計画的

な子育て支援施設の整備を図る。また、子どもの年齢や親の就労状況などに応じた、教育・保育や子

育て支援の選択肢を増やすとともに、民間や各種団体に積極的に働きかけ、協働体制を強化すること

により、多様なニーズに対応し、より充実した子育て環境の推進を図る。 

行政の使命 

 

 全体目標：地域を含めた子育て支援により、楽しく、安心して子育てしている 

 個別目標①：働きながら子育てする家庭が、安心して育児ができている 

成果目標 
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●行政の取り組み 
  

基 本 施 策 施 策 内 容 主な事務事業 

子育てや家庭の不安の

解消 

子どもの健全育成のため、子育てや家庭の問題に

ついて相談を行い、不安の解消を図る。また、江

南市要保護児童対策地域協議会を中心に虐待防止

ネットワークを強化し、関係機関相互の連携を取

り、児童虐待に関する情報の共有と、早期発見・

早期対応を図る。 

・子育て支援センター

維持運営事業 

・ファミリー・サポー

ト・センター事業 

・こども家庭センター
※（児童福祉）運営

事業 

・要保護児童対策事業 

・児童発達支援センタ

ー業務委託事業 
 
 

 

指 標 名 単位 基準値 計画値 
 

説 明 
Ｒ５ Ｒ９ 

学童保育の利用対象学年 
学

年 

小学 

1～4年 

(H28) 

目標値 
小学 

1～6年 

小学 

1～6年 
子どもの居場所の確保の充実を測定するもの。 

実績値 
小学 

1~6年 
― 

放課後子ども教室数 校 
6 

(H28) 

目標値 7 10 子どもの居場所の確保の充実を測定するもの。 

（市内の小学校（10校）のうち、放課後子ども

教室を実施している学校の数） 実績値 10 ― 

対象児童１人当たりの児童

館活動参加回数 
回/人 

8.9 

(H28) 

目標値 9.0 9.0 
児童館の利用状況を測定するもの。 

延べ利用人数/小学生以下人口 実績値 
3.1 

(R4) 
― 

 

指 標 名 単位 基準値 計画値 
 

説 明 
Ｒ５ Ｒ９ 

対象児童１人当たりの子育

て支援センター
※

（子育てサ

ロン）利用回数 

回/人 
10.2 

(H28) 

目標値 10.5 11.0 親同士の交流・情報交換などの場としてどれく

らい利用されているかを測定するもの。 

延べ利用人数/3歳未満人口 実績値 
5.5 

(R4) 
― 

ファミリー・サポート・セ

ンター
※

援助員数 
人 

97 

(H28) 

目標値 120 120 
子育て支援の協力体制がどの程度整っているか

を測定するもの。 実績値 
96 

(R4) 
― 

家庭児童相談等件数 件 
2,815 

(H28) 

目標値 
 

 

 

子育て不安や家庭での問題に対する相談体制の

充実度を測定するもの。 
実績値 

2,736 

(R4) 
― 

●行政の取り組み 
 

 

 

基 本 施 策 施 策 内 容 主な事務事業 

遊びを通じた楽しく豊

かな子育ての実現 

児童の健康の増進や豊かな情操の育成を図り、安

全な活動場所の提供をするため、児童館活動や放

課後の居場所づくりを推進する。 

・児童館活動事業 

・放課後子ども総合プ

ラン※事業 

（放課後児童健全育

成） 

・放課後子ども総合プ

ラン事業 

（放課後子ども教室） 

 個別目標②：子育て不安が解消でき、保護者・子どもともに安心して生活できている 

 個別目標③：異年齢児との交流や親子での遊びを通じ、子どもが健全に育っている 
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市民協働事業 

●ファミリー・サポート・センター事業 

・子育ての手助けを必要とする保護者に援助会員を紹介しています。多様化する援助内容に対応

するため事業のＰＲにより、登録援助会員の増員を図っています。 

●児童委員事業 

・地域の子どもたちが元気に安心して暮らせるように、児童委員が子育て世帯や児童生徒の見守

り、相談・支援等を行っています。 

 

市民協働のモデル 

関連する個別計画 

➢ 第２期江南市子ども・子育て支援事業計画（Ｒ２～Ｒ６） 

➢ 第３期江南市障害児福祉計画（Ｒ６～Ｒ８） 

➢ 第２次江南市地域福祉計画（Ｒ６～Ｒ11） 

市民協働の推進に向けて 

●子ども会活動支援の推進 

・ジュニアボランティアクラブ※の育成を推進し、子ども会との連携を図ることで、各種団体の

活性化を支援していきます。 

 

古知野中保育園 

子育て支援センター（保育室） 


